


１．TDM施策の取り組みについて

今年度のTDM施策の実施に関する検討

TDM施策の実施に向けた詳細な準備

令和4年5月

7月

TDM施策の実施期間
・モニタリングの実施（交通量・速度、アンケートによるTDM実施状況の把握）
・効果検証

10月

県・市と事務局会議を実施
今年度のTDM施策実施方針の検討及び関連施策の情報共有

P１

地区WGにて、
具体的な「TDM施策実施方法」、「TDＭ施策実施期間」、
「TDM関連施策」に関する意見交換

渋滞対策連絡協議会にて、
「TDM施策実施方法」、「TDM施策実施期間」の決定

・地区WGでの意見交換を踏まえてTDM施策について調整

TDM施策の実施結果報告
・次回ＷＧ、渋滞協で、TDM施策の実施結果について報告

令和5年1～2月

TDM施策実施フロー

年度 実施内容（県中・県南地区）

R3
・郡山市中心部をTDM対象エリアに設定し、エリ
ア内の事業所に協力依頼

・時差出勤、在宅勤務、徒歩・自転車通勤、公
共交通の利用を呼びかけ

R4 ・対象を須賀川市中心部に変更
・市役所・工業団地内事業所に協力依頼
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49２．TDM施策の取り組みについて：県中・県南地区 P２

（１）TDM施策対象区間・TDM施策メニュー（案）
●令和3年度は、郡山市役所北部エリアの事業者を対象に、エコ通勤にご協力頂く方法でTDMを実施。
●今年度は、須賀川市役所・横山工業団地内事業所にエコ通勤にご協力頂く方法で、国道4号の渋滞緩和を目指すTDMを実施予定。

▼TDM施策メニュー（案）
取組みメニュー 目的 主な効果

1 在宅勤務

自動車交通の発生を抑制

・渋滞緩和
・CO2削減

2 徒歩・自転車通勤の促進

3 公共交通利用促進

4 時差出勤
ピーク時の自家用車交通
量を抑制

5 経路の変更

▼須賀川市中心部

DID
主要渋滞箇所

横山工業団地

主要渋滞箇所が
連続する区間

池下交差点

須賀川駅入口交差点

大黒町交差点

朝ピーク時の
交通量の抑制を

目指す

TDM施策実施日

▼TDM施策実施日
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（２）TDM施策の実施による渋滞緩和・環境改善等の期待
●須賀川市では、「第2期すかがわエコ実行プラン」を策定（H29）、「須賀川市SDGs推進協議会」を発足（R4.2）、「須賀川市地球温暖化対

策実行計画（区域施策編）」を策定（R4.3）し、CO2排出抑制に取り組んでいる。
●自動車通勤、渋滞はCO2排出の一因であることから、公共交通機関利用等のエコ通勤は環境改善に寄与する取組みである。

出典：須賀川市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）（R4.3月）より抜粋

須賀川市は
運輸部門の排出量が
全国・福島県と比べ

多い

須賀川市は
運輸部門の排出量が
全国・福島県と比べ

多い

出典：第２期すかがわエコ実行プラン
（H29.1月）より抜粋 出典：須賀川市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）（R4.3月）より抜粋

▼脱炭素型まちづくりの推進施策の取組み

▼脱炭素型まちづくりの推進施策の取組み（職員）
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（３）令和3年度のTDM施策実施結果および令和4年度の目標
●令和3年度第2回渋滞対策連絡協議会において、ＴＤＭ施策実施結果を報告した。
●今年度須賀川市中心部におけるTDMでは、令和3年度郡山市役所北部エリアでの効果・課題を踏まえ、目標を設定。

関連施策との連携の推進により、令和３年度の郡山市役所北部エリアと同程度の効果を目指す。

R3実績（・効果 ・課題）
※郡山市役所北部エリア R4目標

交通量
（トラカン）

・R1.10の交通量から3％減
・エコ通勤取組み実施者が目標人数より少ないため、交通量削
減目標も達成には至っていない

・R3に取り組んだ郡山市役所北部エリアと同程度の
交通量削減を目指す

・R1.10を基準として3％以上の減少

速度
（ETC2.0）

・エリア全体で見ると7時台の速度は向上
・20km/h未満となる主要渋滞箇所が残存
・交通量の減少幅が少ないため速度向上への影響は小さく、目標
達成には至っていない

・主要渋滞箇所の特定基準クリア

P４
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（４）効果把握
●エコ通勤実施日、実施日以外を対象に、交通量や旅行速度の変化を整理する。
●合わせて、エコ通勤に取り組んだ方を対象とした簡易アンケートを実施し、エコ通勤の施策への協力状況、効果の実感等を整理する。

項目 方法

① エコ通勤実施状況把握 エコ通勤協力者への簡易アンケートを実施

② 交通量 日本道路交通情報センターより公表される交通量にて、ピーク時交通量の変化を分析

③ 旅行速度 ETC2.0速度データより、対象エリア内の主要道路のピーク時旅行速度の変化を分析

④ 渋滞緩和の実感 エコ通勤協力者への簡易アンケートを実施

▼エコ通勤実施状況・効果把握項目（案）


